
【取組内容①】探究的な学びを通して、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の記録を残すデジタル・ポートフォリオの実践」

吉川市立旭小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事【実践事例修正】

様式B-1

総合的な学習の時間で実施した校外学習においての写真、動画や取材内容等をGoogleスライドに蓄積し、いつでもその
データを利活用できるようにすることで、様々な教科等の「個別最適な学び」や「協働的な学び」の一体的な充実を図る。

様々な方法で収集した情報や、他者の様々な価値観をもとに吉川市にとっ
てのWell－beingを探るための自らの課題を設定する。

①
吉川市教育委員会によ
るデジタルシティズンシッ
プ授業やPBL授業を全学
年オンライン等で実施。
その授業を通し、当事者
意識を持って設定した課
題が探究的な学びの大
きな原動力になることを
学んだ。

②
街づくりについて本やイ
ンターネット（一人１台端
末を活用）で情報収集す
る。
自らの関心や疑問に関し
て集めた情報を整理・分
析し、課題づくりに活かし
た。

③
吉川市の職員から吉川
市の土地の利用や歴史、
行事や産業、街づくりの
経緯とこれからの構想に
ついてプレゼンを聞き、
実生活と結びつけること
で、当事者意識を高めた。

④
吉川市と比較することで、
当事者意識を持って鎌倉
市や横浜市の見学や取
材を行うことができた。
吉川市の特徴について
認識を深め、課題の設定
につなげることができた。



吉川市立旭小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

個々の課題やデジタルポートフォリオを共有し、課題毎にグループを作り、
テーマを設定する。

今後、Googleスライドを活用して吉川市の街づくりについての提案を作成し、
保護者や地域の方々、吉川市役所職員に向けて情報発信を実施する。

①
現地取材（修学旅行）で感じた感動や吉川市との違い、街の発展のための
アイデアについてGoogleフォームを活用して報告書を作成した。作成したス
ライドはデジタル・ポートフォリオとして蓄積し、今後の発表会の資料作成や
国語や社会科の学習にも活用する。
他学年も同様に、作成した作品は学びの記録として蓄積して活用を図る
ことで、ICTの善き使い手の育成を図る。

②
個々の課題については、多様な価値観や考え
をもつクラス全員の関心や疑問をICT（ジャム
ボード等）を活用して共有する。
個々の課題や解決の方法を仲間と共に再確
認しながらテーマを設定する。

【取組内容①】探究的な学びを通して、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の記録を残すデジタル・ポートフォリオの実践」
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